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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
当社連結子会社㈱メディアートにおいて、取引実体のない売上の計上、売上計上時期の前倒し、費用の過少計上など複

数の不適切な経理処理が行われていたこと及び当社連結子会社近鉄ビルサービス㈱において、元従業員が会社の資金を

着服していたことが判明いたしました。当該不適切な経理処理の修正及び不正行為に係る損失の計上等必要と認められ

る訂正を行うため、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、平成20年11月14日に提出した第98期第２四

半期（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）の四半期報告書の訂正報告書を提出いたします。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所につき、XBRLデータの訂正を行いましたので、併せて訂正後の

XBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を関連書類として提出いたします。　

　また、訂正後の四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、その四半期レビュー報告

書を添付しております。　

　訂正の概要は下記のとおりであります。

　

四半期連結財務諸表　

　 　 　（単位：百万円）

　 　 訂正前（Ａ） 訂正後（Ｂ） 訂正額（Ｂ-Ａ）

第98期第２四半期

連結累計期間

営業収益 464,153　 462,793　 △1,359　

営業利益 28,138　 27,522　 △616　

経常利益 18,411　 17,795　 △616　

四半期純利益 11,293　 10,653　 △639　

　

　 　 　 　（単位：百万円）

　 　 訂正前（Ａ） 訂正後（Ｂ） 訂正額（Ｂ-Ａ）

第98期第２四半期

連結会計期間

営業収益 248,440　 247,498　 △941　

営業利益 15,235　 14,778　 △457　

経常利益 11,121　 10,664　 △457　

四半期純利益 7,850　 7,339　 △511　

総資産額 1,865,301　1,861,270　△4,030

純資産額 192,419　 188,559　 △3,860　

　

　

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態及び経営成績の分析

(1）業績の状況

第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（四半期連結貸借対照表関係）

（四半期連結損益計算書関係）

（セグメント情報）

（企業結合等関係）　

（１株当たり情報）

　

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿線で示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）　

回次
第98期

第２四半期連結
累計期間

第98期
第２四半期連結
会計期間

第97期

会計期間

自　平成20年
４月１日
至　平成20年
９月30日

自　平成20年
７月１日
至　平成20年
９月30日

自　平成19年
４月１日
至　平成20年
３月31日

営業収益 百万円 464,153 248,440 925,314

経常利益 百万円 18,411 11,121 41,870

四半期（当期）純利益 百万円 11,293 7,850 23,296

純資産額 百万円　 － 192,419 189,789

総資産額 百万円 － 1,865,3011,847,438

１株当たり純資産額 円 － 107.64 106.00

１株当たり四半期

（当期）純利益
円 6.65 4.62 13.70

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益
円 － － －

自己資本比率 ％ － 9.8 9.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
百万円　 35,716 － 72,185

投資活動による

キャッシュ・フロー
百万円 △11,954 － △79,980

財務活動による

キャッシュ・フロー
百万円 △12,066 － △1,130

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 百万円 － 37,528 26,033

従業員数 人 － 28,274 26,950

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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（訂正後）　

回次
第98期

第２四半期連結
累計期間

第98期
第２四半期連結
会計期間

第97期

会計期間

自　平成20年
４月１日
至　平成20年
９月30日

自　平成20年
７月１日
至　平成20年
９月30日

自　平成19年
４月１日
至　平成20年
３月31日

営業収益 百万円 462,793 247,498 924,308

経常利益 百万円 17,795 10,664　 41,664

四半期（当期）純利益 百万円 10,653 7,339 23,081

純資産額 百万円　 － 188,559 186,568

総資産額 百万円 － 1,861,2701,843,862

１株当たり純資産額 円 － 105.36 104.10

１株当たり四半期

（当期）純利益
円 6.27 4.32 13.58

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益
円 － － －

自己資本比率 ％ － 9.6 9.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
百万円　 35,716 － 72,185

投資活動による

キャッシュ・フロー
百万円 △11,954 － △79,980

財務活動による

キャッシュ・フロー
百万円 △12,066 － △1,130

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 百万円 － 37,528 26,033

従業員数 人 － 28,274 26,950

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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第２【事業の状況】

３【財政状態及び経営成績の分析】

（訂正前）

（１）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間（以下、「当第２四半期」という。）のわが国経済は、米国金融システム混乱に端を発

した景気の悪化が欧州をはじめ世界的に広がり、国内においても個人消費や設備投資の減退が明らかとなるなど、

景気減速傾向が強まりつつ推移しました。当社グループにおきましては、鉄道旅客収入は前年同期比0.3％の減収に

とどまり、不動産部門で大型マンションの分譲があったほか、前年下半期から近商ストアを連結の範囲に含めたた

め、名阪近鉄バスの連結除外や百貨店部門の減収を差し引き、売上高合計では、248,440百万円となりました。

　次に利益面におきましては、鉄道部門が主に退職給付費用の増により減益となり、百貨店部門も減収に売場改装等

に伴う償却負担増が加わり減益となったため、不動産部門の増益を差し引き、営業利益は15,235百万円となりまし

た。営業外損益で、持分法投資利益は増加しましたが、受取配当金の減等により金融収支が悪化したため、経常利益

は、11,121百万円となりました。特別損失が前年に商品券等引換損失引当金繰入額等を計上していたため減少し、法

人税等で前年に子会社整理に伴う税負担の減がありましたため増加し、これらを加減した四半期純利益では、7,850

百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①運　輸　業

（Ａ）概　要

　鉄軌道事業で、旅客収入が前年同期比0.3％の減収となったほか、名阪近鉄バス㈱の連結除外等により、運輸業

全体の営業収益は56,393百万円、営業利益は7,763百万円となりました。

（Ｂ）営業成績

ａ．提出会社の鉄軌道事業運輸成績表

種　　別 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

旅客人員

定  期 千人 93,554

定期外 千人 54,566

  計 千人 148,120

旅客収入

定  期 百万円 13,641

定期外 百万円 25,381

  計 百万円 39,023

 

ｂ．グループの営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

鉄軌道事業 百万円 41,524

バス事業 百万円 8,294

タクシー業 百万円 3,321

その他の運輸業 百万円 3,328

消去 百万円 △76

営業収益計 百万円 56,393
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②レジャー・サービス業

（Ａ）概　要

　ホテル業で、主として宴会部門の受注減により減収となりましたが、ビルメンテナンス業で、マンション管理

業務の受託等が増加したため、レジャー・サービス業全体の営業収益は33,046百万円、営業損益は、ホテル業で

減収に加え新規ホテルの開業費用もありましたため、全体では598百万円の損失となりました。

（Ｂ）営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

ホテル業 百万円 11,130

飲食店業 百万円 3,875

遊園地・テーマパーク業 百万円 1,694

ビルメンテナンス業 百万円 10,796

その他のレジャー・サービス業 百万円 6,336

消去 百万円 △786

営業収益計 百万円 33,046

③流　通　業

（Ａ）概　要

　百貨店業で、個人消費の冷え込みもあり減収となりましたが、小売業で、前年下半期から㈱近商ストアを連結

の範囲に含めたこと等により、流通業全体の営業収益は116,438百万円、営業利益は102百万円となりました。

（Ｂ）営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

百貨店業 百万円 87,470

小売業 百万円 30,091

自動車販売修理業 百万円 1,153

消去 百万円 △2,277

営業収益計 百万円 116,438

 

④不動産業

（Ａ）概　要

　不動産販売業で、関西圏及び首都圏において大型マンションの分譲があったため、不動産業全体の営業収益は

46,910百万円、営業利益は7,762百万円となりました。

（Ｂ）営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

不動産販売業 百万円 41,676

不動産賃貸業 百万円 5,333

消去 百万円 △99

営業収益計 百万円 46,910
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⑤その他の事業

（Ａ）概　要

　建設業で、駅務機器更新工事等があったため、その他の事業全体の営業収益は11,879百万円、営業利益は21百

万円となりました。当第２四半期の生産実績については9,103百万円、受注状況については受注高が2,767百万

円、受注残高は第１四半期末に比し25.7％減の2,468百万円となりました。

（Ｂ）営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

建設業・建設コンサルタント業 百万円 8,332

情報通信業 百万円 2,668

その他 百万円 1,019

消去 百万円 △141

営業収益計 百万円 11,879

　

（訂正後）

（１）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間（以下、「当第２四半期」という。）のわが国経済は、米国金融システム混乱に端を発

した景気の悪化が欧州をはじめ世界的に広がり、国内においても個人消費や設備投資の減退が明らかとなるなど、

景気減速傾向が強まりつつ推移しました。当社グループにおきましては、鉄道旅客収入は前年同期比0.3％の減収に

とどまり、不動産部門で大型マンションの分譲があったほか、前年下半期から近商ストアを連結の範囲に含めたた

め、名阪近鉄バスの連結除外や百貨店部門の減収を差し引き、売上高合計では、247,498百万円となりました。

　次に利益面におきましては、鉄道部門が主に退職給付費用の増により減益となり、百貨店部門も減収に売場改装等

に伴う償却負担増が加わり減益となったため、不動産部門の増益を差し引き、営業利益は14,778百万円となりまし

た。営業外損益で、持分法投資利益は増加しましたが、受取配当金の減等により金融収支が悪化したため、経常利益

は、10,664百万円となりました。特別損失が前年に商品券等引換損失引当金繰入額等を計上していたため減少し、法

人税等で前年に子会社整理に伴う税負担の減がありましたため増加し、これらを加減した四半期純利益では、7,339

百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①運　輸　業

（Ａ）概　要

　鉄軌道事業で、旅客収入が前年同期比0.3％の減収となったほか、名阪近鉄バス㈱の連結除外等により、運輸業

全体の営業収益は56,393百万円、営業利益は7,763百万円となりました。

（Ｂ）営業成績

ａ．提出会社の鉄軌道事業運輸成績表

種　　別 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

旅客人員

定  期 千人 93,554

定期外 千人 54,566

  計 千人 148,120

旅客収入

定  期 百万円 13,641

定期外 百万円 25,381

  計 百万円 39,023
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ｂ．グループの営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

鉄軌道事業 百万円 41,524

バス事業 百万円 8,294

タクシー業 百万円 3,321

その他の運輸業 百万円 3,328

消去 百万円 △76

営業収益計 百万円 56,393

②レジャー・サービス業

（Ａ）概　要

　ホテル業で、主として宴会部門の受注減により減収となりましたが、ビルメンテナンス業で、マンション管理

業務の受託等が増加したため、レジャー・サービス業全体の営業収益は32,104百万円、営業損益は、ホテル業で

減収に加え新規ホテルの開業費用もありましたため、全体では1,055百万円の損失となりました。

（Ｂ）営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

ホテル業 百万円 11,130

飲食店業 百万円 3,875

遊園地・テーマパーク業 百万円 1,694

ビルメンテナンス業 百万円 10,792

その他のレジャー・サービス業 百万円 5,397

消去 百万円 △786

営業収益計 百万円 32,104

③流　通　業

（Ａ）概　要

　百貨店業で、個人消費の冷え込みもあり減収となりましたが、小売業で、前年下半期から㈱近商ストアを連結

の範囲に含めたこと等により、流通業全体の営業収益は116,438百万円、営業利益は102百万円となりました。

（Ｂ）営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

百貨店業 百万円 87,470

小売業 百万円 30,091

自動車販売修理業 百万円 1,153

消去 百万円 △2,277

営業収益計 百万円 116,438

 

④不動産業

（Ａ）概　要

　不動産販売業で、関西圏及び首都圏において大型マンションの分譲があったため、不動産業全体の営業収益は

46,910百万円、営業利益は7,762百万円となりました。
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（Ｂ）営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

不動産販売業 百万円 41,676

不動産賃貸業 百万円 5,333

消去 百万円 △99

営業収益計 百万円 46,910

⑤その他の事業

（Ａ）概　要

　建設業で、駅務機器更新工事等があったため、その他の事業全体の営業収益は11,879百万円、営業利益は21百

万円となりました。当第２四半期の生産実績については9,103百万円、受注状況については受注高が2,767百万

円、受注残高は第１四半期末に比し25.7％減の2,468百万円となりました。

（Ｂ）営業成績

業　　種 単　位
当第２四半期

(平成20年７月～平成20年９月)

建設業・建設コンサルタント業 百万円 8,332

情報通信業 百万円 2,668

その他 百万円 1,019

消去 百万円 △141

営業収益計 百万円 11,879
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第５【経理の状況】

２．監査証明について

（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　

　

（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂

正後の四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受け、改めて四半期レビュー報告書を

受領しております。　
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）

（単位：百万円）

　 　 　 　 当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 39,546 26,498

　 　 受取手形及び売掛金 36,811 32,127

　 　 有価証券 54 59

　 　 商品及び製品 21,753 22,809

　 　 仕掛品 4,070 2,163

　 　 原材料及び貯蔵品 2,573 2,547

　 　 販売土地及び建物 201,896 203,734

　 　 その他 64,486 80,135

　 　 貸倒引当金 △816 △907

　 　 流動資産合計 370,377 369,169

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産

　 　 　 建物及び構築物（純額） ※ 586,066 ※ 591,390

　 　 　 土地 635,180 635,357

　 　 　 その他（純額） ※ 96,409 ※ 86,896

　 　 　 有形固定資産合計 1,317,656 1,313,644

　 　 無形固定資産 24,494 10,769

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 72,648 78,569

　 　 　 その他 82,773 78,105

　 　 　 貸倒引当金 △2,047 △2,115

　 　 　 投資評価引当金 △1,237 △1,259

　 　 　 投資その他の資産合計 152,137 153,299

　 　 固定資産合計 1,494,288 1,477,713

　 繰延資産 635 554

　 資産合計 1,865,301 1,847,438
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（単位：百万円）

　 　 　 　 当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 52,033 44,926

　 　 短期借入金 329,202 358,165

　 　 1年以内償還社債 10,800 50,800

　 　 未払法人税等 7,298 3,261

　 　 賞与引当金 10,112 8,581

　 　 商品券等引換損失引当金 2,685 2,604

　 　 事業損失引当金 446　 －　

　 　 その他 179,561 167,010

　 　 流動負債合計 592,141 635,349

　 固定負債 　 　

　 　 社債 340,200 320,600

　 　 長期借入金 576,556 531,443

　 　 退職給付引当金 14,730 21,219

　 　 役員退職慰労引当金 153 168

　 　 事業損失引当金 147 198

　 　 店舗建替損失引当金 5,119 5,300

　 　 負ののれん 928 －

　 　 その他 142,903 143,369

　 　 固定負債合計 1,080,740 1,022,299

　 負債合計 1,672,881 1,657,648

純資産の部   

　 株主資本 　 　

　 　 資本金　 92,741　 92,741　

　 　 資本剰余金 27,156　 27,164　

　 　 利益剰余金　 △6,680　 △11,879　

　 　 自己株式 △3,692　 △2,955　

　 　 株主資本合計 109,525　 105,071　

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 5,524　 7,033　

　 　 繰延ヘッジ損益 △102　 159　

　 　 土地再評価差額金　 70,308　 69,542　

　 　 為替換算調整勘定　 △2,548　 △1,639　

　 　 評価・換算差額等合計 73,181　 75,095　

　 少数株主持分 9,713　 9,621　

　 純資産合計 192,419　 189,789　

負債純資産合計 1,865,301　 1,847,438　
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（訂正後）

（単位：百万円）

　 　 　 　 当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 39,546 26,498

　 　 受取手形及び売掛金 33,087 28,972

　 　 有価証券 54 59

　 　 商品及び製品 21,753 22,809

　 　 仕掛品 4,287 2,358

　 　 原材料及び貯蔵品 2,573 2,547

　 　 販売土地及び建物 201,896 203,734

　 　 その他 64,454 80,066

　 　 貸倒引当金 △808 △898

　 　 流動資産合計 366,847 366,147

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産

　 　 　 建物及び構築物（純額） ※ 585,961 ※ 591,273

　 　 　 土地 634,971 635,148

　 　 　 その他（純額） ※ 96,398 ※ 86,884

　 　 　 有形固定資産合計 1,317,331 1,313,305

　 　 無形固定資産 24,470 10,737

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 72,648 78,569

　 　 　 その他 82,699 77,938

　 　 　 貸倒引当金 △2,123 △2,131

　 　 　 投資評価引当金 △1,237 △1,259

　 　 　 投資その他の資産合計 151,986 153,116

　 　 固定資産合計 1,493,788 1,477,159

　 繰延資産 635 554

　 資産合計 1,861,270 1,843,862
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（単位：百万円）

　 　 　 　 当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 51,916 44,683

　 　 短期借入金 329,202 358,165

　 　 1年以内償還社債 10,800 50,800

　 　 未払法人税等 7,298 3,261

　 　 賞与引当金 10,112 8,581

　 　 商品券等引換損失引当金 2,685 2,604

　 　 事業損失引当金 446　 －　

　 　 その他 179,494 166,897

　 　 流動負債合計 591,957 634,994

　 固定負債 　 　

　 　 社債 340,200 320,600

　 　 長期借入金 576,556 531,443

　 　 退職給付引当金 14,744 21,219

　 　 役員退職慰労引当金 153 168

　 　 事業損失引当金 147 198

　 　 店舗建替損失引当金 5,119 5,300

　 　 負ののれん 928 －

　 　 その他 142,903 143,369

　 　 固定負債合計 1,080,754 1,022,299

　 負債合計 1,672,711 1,657,293

純資産の部   

　 株主資本 　 　

　 　 資本金　 92,741　 92,741　

　 　 資本剰余金 27,156　 27,164　

　 　 利益剰余金　 △10,540　 △15,099　

　 　 自己株式 △3,692　 △2,955　

　 　 株主資本合計 105,664　 101,850　

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 5,524　 7,033　

　 　 繰延ヘッジ損益 △102　 159　

　 　 土地再評価差額金　 70,308　 69,542　

　 　 為替換算調整勘定　 △2,548　 △1,639　

　 　 評価・換算差額等合計 73,181　 75,095　

　 少数株主持分 9,713　 9,621　

　 純資産合計 188,559　 186,568　

負債純資産合計 1,861,270　 1,843,862　
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（２）【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（訂正前）

（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)

営業収益 464,153

営業費     

　 運輸業等営業費及び売上原価 386,842

　 販売費及び一般管理費 ※ 49,171

　 営業費合計 436,014

営業利益 28,138

営業外収益 　

　 受取利息 239

　 受取配当金 967

　 負ののれん償却額 156

　 持分法による投資利益　 650　

　 その他 1,959

　 営業外収益合計 3,972

営業外費用 　

　 支払利息 11,611

　 その他 2,088

　 営業外費用合計 13,699

経常利益 18,411

特別利益 　

　 工事負担金等受入額 585

　 固定資産売却益 17

　 有価証券売却益 791

　 負ののれん過年度償却額 458

　 その他 384

　 特別利益合計 2,237

特別損失 　

　 固定資産売却損　 74　

　 固定資産除却損 612

　 事業損失引当金繰入額　 545　

　 その他 302

　 特別損失合計 1,534

税金等調整前四半期純利益 19,114

法人税、住民税及び事業税 7,882

法人税等合計 7,882

少数株主損失（△） △60

四半期純利益 11,293
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)

営業収益 462,793

営業費     

　 運輸業等営業費及び売上原価 386,121

　 販売費及び一般管理費 ※ 49,149

　 営業費合計 435,270

営業利益 27,522

営業外収益 　

　 受取利息 239

　 受取配当金 967

　 負ののれん償却額 156

　 持分法による投資利益　 650　

　 その他 1,959

　 営業外収益合計 3,972

営業外費用 　

　 支払利息 11,611

　 その他 2,088

　 営業外費用合計 13,699

経常利益 17,795

特別利益 　

　 工事負担金等受入額 585

　 固定資産売却益 17

　 有価証券売却益 791

　 負ののれん過年度償却額 458

　 その他 384

　 特別利益合計 2,237

特別損失 　

　 固定資産売却損　 74　

　 固定資産除却損 612

　 貸倒引当金繰入額 140　　

　 事業損失引当金繰入額　 545　

　 その他 221　

　 特別損失合計 1,594

税金等調整前四半期純利益 18,438

法人税、住民税及び事業税 7,845

法人税等合計 7,845

少数株主損失（△） △60

四半期純利益 10,653
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【第２四半期連結会計期間】

（訂正前）

（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで)

営業収益 248,440

営業費     

　 運輸業等営業費及び売上原価 208,200

　 販売費及び一般管理費 ※ 25,004

　 営業費合計 233,205

営業利益 15,235

営業外収益 　

　 受取利息 122

　 受取配当金 796

　 負ののれん償却額 78

　 持分法による投資利益　 760　

　 その他 1,432

　 営業外収益合計 3,189

営業外費用 　

　 支払利息 5,824

　 その他 1,479

　 営業外費用合計 7,303

経常利益 11,121

特別利益 　

　 工事負担金等受入額 249

　 固定資産売却益 16

　 有価証券売却益 499

　 その他 32

　 特別利益合計 797

特別損失 　

　 固定資産売却損　 74　

　 固定資産除却損 469

　 事業損失引当金繰入額　 545　

　 その他 16

　 特別損失合計 1,105

税金等調整前四半期純利益 10,813

法人税、住民税及び事業税 2,985

法人税等合計 2,985

少数株主損失（△） △23

四半期純利益 7,850
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで)

営業収益 247,498

営業費     

　 運輸業等営業費及び売上原価 207,726

　 販売費及び一般管理費 ※ 24,994

　 営業費合計 232,720

営業利益 14,778

営業外収益 　

　 受取利息 122

　 受取配当金 796

　 負ののれん償却額 78

　 持分法による投資利益　 760　

　 その他 1,432

　 営業外収益合計 3,189

営業外費用 　

　 支払利息 5,824

　 その他 1,479

　 営業外費用合計 7,303

経常利益 10,664

特別利益 　

　 工事負担金等受入額 249

　 固定資産売却益 16

　 有価証券売却益 499

　 その他 32

　 特別利益合計 797

特別損失 　

　 固定資産売却損　 74　

　 固定資産除却損 469

　 貸倒引当金繰入額 50　

　 事業損失引当金繰入額　 545　

　 その他 16

　 特別損失合計 1,156

税金等調整前四半期純利益 10,305

法人税、住民税及び事業税 2,989

法人税等合計 2,989

少数株主損失（△） △23

四半期純利益 7,339
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　

　 税金等調整前四半期純利益 19,114

　 減価償却費 21,330

　 のれん償却額 △230

　 工事負担金等受入額 △585

　 固定資産売却損益（△は益） 57

　 有価証券売却損益（△は益） △791

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,807

　 受取利息及び受取配当金 △1,206

　 支払利息 11,611

　 持分法による投資損益（△は益） △650

　 売上債権の増減額（△は増加） △350

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,608

　 仕入債務の増減額（△は減少） 485

　 その他 1,033

　 小計 43,620

　 利息及び配当金の受取額 1,067

　 利息の支払額 △11,477

　 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 2,506

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 35,716

投資活動によるキャッシュ・フロー 　

　 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △117

　 有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入 3,973

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入　 2,515　

　 有形及び無形固定資産の取得による支出 △30,872

　 有形及び無形固定資産の売却による収入 254

　 工事負担金等受入による収入 7,153

　 その他 5,139

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △11,954
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（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　

　 短期借入金の純増減額（△は減少） △9,228

　 長期借入れによる収入 104,546

　 長期借入金の返済による支出 △82,151

　 社債の発行による収入 29,815

　 社債の償還による支出 △50,400

　 配当金の支払額 △5,125

　 少数株主への配当金の支払額 △93

　 その他 571

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △12,066

現金及び現金同等物に係る換算差額 △201

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,494

現金及び現金同等物の期首残高 26,033

現金及び現金同等物の四半期末残高 37,528
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　

　 税金等調整前四半期純利益 18,438

　 減価償却費 21,308

　 のれん償却額 △230

　 工事負担金等受入額 △585

　 固定資産売却損益（△は益） 57

　 有価証券売却損益（△は益） △791

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,792

　 受取利息及び受取配当金 △1,206

　 支払利息 11,611

　 持分法による投資損益（△は益） △650

　 売上債権の増減額（△は増加） 217

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,585

　 仕入債務の増減額（△は減少） 611

　 その他 1,046

　 小計 43,620

　 利息及び配当金の受取額 1,067

　 利息の支払額 △11,477

　 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 2,506

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 35,716

投資活動によるキャッシュ・フロー 　

　 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △117

　 有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入 3,973

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入　 2,515　

　 有形及び無形固定資産の取得による支出 △30,872

　 有形及び無形固定資産の売却による収入 254

　 工事負担金等受入による収入 7,153

　 その他 5,139

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △11,954
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（単位：百万円）

　 　

当第２四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　

　 短期借入金の純増減額（△は減少） △9,228

　 長期借入れによる収入 104,546

　 長期借入金の返済による支出 △82,151

　 社債の発行による収入 29,815

　 社債の償還による支出 △50,400

　 配当金の支払額 △5,125

　 少数株主への配当金の支払額 △93

　 その他 571

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △12,066

現金及び現金同等物に係る換算差額 △201

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,494

現金及び現金同等物の期首残高 26,033

現金及び現金同等物の四半期末残高 37,528
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

（訂正前）　　

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１．※有形固定資産の減価償却累計額

       861,902百万円

１．※有形固定資産の減価償却累計額

845,818百万円

 

（訂正後）　

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１．※有形固定資産の減価償却累計額

       861,830百万円

１．※有形固定資産の減価償却累計額

845,759百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

（訂正前）　

　当第２四半期連結累計期間
（平成20年４月1日から平成20年９月30日まで）

※　販売費及び一般管理費の主な内訳

 百万円　

人件費 25,465

諸経費 18,897

　

（訂正後）　

　当第２四半期連結累計期間
（平成20年４月1日から平成20年９月30日まで）

※　販売費及び一般管理費の主な内訳

 百万円　

人件費 25,465

諸経費 18,898
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）　

当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）

 運輸業
レジャー・
サービス業

流通業 不動産業
その他の
事業

計
消去又は
全社

連　結

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対す

る売上高
54,56127,848115,96644,0236,040248,440 － 248,440

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,831 5,197 471 2,886 5,83916,227（16,227） －

計 56,39333,046116,43846,91011,879264,668（16,227）248,440

営業利益又は営業損

失（△）
7,763 △598 102 7,762 21 15,052 182 15,235

当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）

 運輸業
レジャー・
サービス業

流通業 不動産業
その他の
事業

計
消去又は
全社

連　結

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対す

る売上高
109,10355,469229,50160,03510,042464,153 － 464,153

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

3,200 9,955 1,282 5,72414,47034,634（34,634） －

計 112,30465,425230,78465,76024,513498,787（34,634）464,153

営業利益又は営業損

失（△）
17,940△448 590 9,491 321 27,896 241 28,138

　（注）１．事業区分の方法

　日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分しており

ます。

２．各事業区分の主要な事業内容

運輸業　　　　　　　　　鉄道、バス、タクシー、自動車賃貸、貨物自動車運送、船舶運航の営業を行っております。

レジャー・サービス業　　ホテル、飲食店、旅館、広告代理、テーマパーク、映画、ビルメンテナンスの営業等を

行っております。

流通業　　　　　　　　　百貨店業を中心に商品の販売等を行っております。

不動産業　　　　　　　　土地及び建物の賃貸、販売等を行っております。

その他の事業　　　　　　電気設備工事の設計・施工、建設コンサルタントのほか、有線テレビジョン放送、情報処理

の営業等を行っております。
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（訂正後）　

当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）

 運輸業
レジャー・
サービス業

流通業 不動産業
その他の
事業

計
消去又は
全社

連　結

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対す

る売上高
54,56126,906115,96644,0236,040247,498 － 247,498

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,831 5,197 471 2,886 5,83916,227（16,227） －

計 56,39332,104116,43846,91011,879263,726（16,227）247,498

営業利益又は営業損

失（△）
7,763△1,055 102 7,762 21 14,595 182 14,778

当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）

 運輸業
レジャー・
サービス業

流通業 不動産業
その他の
事業

計
消去又は
全社

連　結

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対す

る売上高
109,10354,109229,50160,03510,042462,793 － 462,793

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

3,200 9,955 1,282 5,72414,47034,634（34,634） －

計 112,30464,065230,78465,76024,513497,428（34,634）462,793

営業利益又は営業損

失（△）
17,940△1,064 590 9,491 321 27,280 241 27,522

　（注）１．事業区分の方法

　日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分しており

ます。

２．各事業区分の主要な事業内容

運輸業　　　　　　　　　鉄道、バス、タクシー、自動車賃貸、貨物自動車運送、船舶運航の営業を行っております。

レジャー・サービス業　　ホテル、飲食店、旅館、広告代理、テーマパーク、映画、ビルメンテナンスの営業等を

行っております。

流通業　　　　　　　　　百貨店業を中心に商品の販売等を行っております。

不動産業　　　　　　　　土地及び建物の賃貸、販売等を行っております。

その他の事業　　　　　　電気設備工事の設計・施工、建設コンサルタントのほか、有線テレビジョン放送、情報処理

の営業等を行っております。
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（企業結合等関係）

（訂正前）

       当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）

 パーチェス法適用関係

５．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四半期

連結損益計算書に及ぼす影響の概算額

　営業収益　　　　　　　　　　　　536,409百万円

　営業利益　　　　　　　　　　　　 26,600百万円

　経常利益　　　　　　　　　　　　 17,027百万円

　税金等調整前四半期純利益　　　　 17,733百万円

　四半期純利益　　　　　　　　　　 10,021百万円

　１株当たり四半期純利益　　　　　　　　 5.90円

（注）概算額の算定方法及び前提条件

　　　　　　　　　上記概算額は、当連結会計年度の開始の日（平成20年４月１日）に株式を取得し、子会社化したものとして、の

れんの償却額の調整、持分法投資利益の調整を行い算定しております。

　　なお、影響の概算額については監査証明を受けておりません。

　

（訂正後）

       当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）

 パーチェス法適用関係

５．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四半期

連結損益計算書に及ぼす影響の概算額

　営業収益　　　　　　　　　　　　535,050百万円

　営業利益　　　　　　　　　　　　 25,983百万円

　経常利益　　　　　　　　　　　　 16,410百万円

　税金等調整前四半期純利益　　　　 17,057百万円

　四半期純利益　　　　　　　　　　  9,381百万円

　１株当たり四半期純利益　　　　　　　　 5.52円

（注）概算額の算定方法及び前提条件

　　　　　　　　　上記概算額は、当連結会計年度の開始の日（平成20年４月１日）に株式を取得し、子会社化したものとして、の

れんの償却額の調整、持分法投資利益の調整を行い算定しております。

　　なお、影響の概算額については監査証明を受けておりません。
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（１株当たり情報）

（訂正前）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額    107円64銭 １株当たり純資産額 106円00銭

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 192,419 189,789

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
9,713 9,621

　　（うち少数株主持分（百万円）） （9,713） （9,621）

普通株式に係る四半期連結会計期間末

（連結会計年度末）の純資産額（百万円）
182,706 180,167

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連

結会計期間末（連結会計年度末）の普通株式の数

（千株）

1,697,449 1,699,750

２．１株当たり四半期純利益等

当第２四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結会計期間
（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益  6円65銭 １株当たり四半期純利益 4円62銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
　平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結会計期間
（平成20年７月１日から
　平成20年９月30日まで）

四半期純利益（百万円） 11,293 7,850

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 11,293 7,850

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,698,511 1,697,731
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（訂正後）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額    105円36銭 １株当たり純資産額 104円10銭

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 188,559 186,568

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
9,713 9,621

　　（うち少数株主持分（百万円）） （9,713） （9,621）

普通株式に係る四半期連結会計期間末

（連結会計年度末）の純資産額（百万円）
178,845 176,946

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連

結会計期間末（連結会計年度末）の普通株式の数

（千株）

1,697,449 1,699,750

２．１株当たり四半期純利益等

当第２四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結会計期間
（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益  6円27銭 １株当たり四半期純利益  4円32銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
　平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結会計期間
（平成20年７月１日から
　平成20年９月30日まで）

四半期純利益（百万円） 10,653 7,339

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 10,653 7,339

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,698,511 1,697,731

　

　

EDINET提出書類

近畿日本鉄道株式会社(E04102)

訂正四半期報告書

30/31



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年３月12日

近畿日本鉄道株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 乾　　一良　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 池田　芳則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　勇人　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている近畿日本鉄道株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る訂正報告書の四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、近畿日本鉄道株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

追記情報

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に

基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レビューを行った。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。　　　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。　　　
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